後期研修プログラム　産婦人科コース

1． コースの概要

2年間の新臨床初期研修プログラム終了者で産婦人科専門医を取得できる知識、技術を養う研修を行う。

2． 取得資格

日本産婦人科学会専門医

3． 研修期間

１～3年間の研修。

4． 取得手技

指導医師のもと、正常、異常分娩に関する知識、手技を学び最終的に自

立でき分娩の介助を出来る能力を得る。

婦人科疾患の診断、治療計画の立案、手術を指導医師のもと学び、最終

的に自立できる能力を得る。

婦人科癌の化学療法を指導医師のもと、その知識を学び最終的に治療計

画を立案できる能力を得る。

5． 診療科の指導体制

診療科医師　5名　後期研修医　2名

　

6． 診療科の実績と経験目標症例数

	主要疾患
	入院数（年間）
	経験目標数（3年間）

	子宮筋腫
	１５０
	２００

	卵巣嚢腫
	１５０
	３００

	帝王切開術
	１５０
	２００

	内視鏡手術
	７０
	７０

	子宮がん手術
	４０
	１５

	卵巣がん手術
	２０
	１５

	子宮脱・膀胱脱
	７０
	５０

	緊急手術
	５０
	１００


7． 　関連領域の研修に関して

専門医師、技師の指導の細胞診、マンモグラフィー診断の研修を毎週行っています。

　当科医師、病理医、放射線技師とカンファレンスを定期的に行っています。
8． 　その他

・当直体制はオンコール、当直体制で当直は月４－５回程度。

・外来は2年目より指導医師の指導のもと開始しています。

